
【ＤＥＲＭＥ（デルメ）神明ホテル宿泊約款】 
 
（本約款の適用）  
第１条 
１.当ホテルの締結する宿泊契約及びこれに関連する契約は、この約款に定めるところならびにこの約款と一
体となる利用規則（以下、「利用規則」といいます。） の定めるところによるものとし、この約款に定められ
ていない事項については、法令又は慣習によるものとします。  

２.当ホテルは前項の規定にかかわらず、この約款の趣旨、法令及び慣習に反しない範囲で特約に応じること
ができます。その場合、前項の規定にかかわらずその特約が優先するものとします。 

 
（宿泊引受けの拒絶）  
第２条 
当ホテルは次の場合には、宿泊の引受けをお断りする場合があります。  

（１）宿泊の申込みが、この約款によらないとき。 
（２）満室により客室の提供ができないとき。 
（３）災害その他の緊急事態の発生等により、被災者及び災害復旧担当者等のため優先的に客室を提供すべき
ことが現実に予定されるなど、前号に準ずる事由のあるとき。 

（４）宿泊しようとする方が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律及び暴力団排除に関する都道
府県条例に定める暴力団もしくは暴力団関係団体その他反社会的勢力の構成員又はその関係者であるとき。 

（５）宿泊しようとする方が、宿泊に関し、法令の規定、公の秩序もしくは善良の風俗に反する行為をするお
それがあると認められるとき。 

（６）宿泊しようとする方が、伝染性の疾病にかかっている者であると明らかに認められるとき。 
（７）宿泊に関し社会通念上相当な範囲を超えるサービスその他の負担を求められたとき。 
（８）天災、施設の故障、その他やむを得ない事由により宿泊させることができないとき。 
（９）宿泊しようとする方が泥酔者等で、他のお客様に迷惑を及ぼし、もしくは当ホテルの運営を阻害するお
それがあるとき、又は他のお客様もしくは当ホテルの従業員に対し、迷惑を及ぼす言動をしたとき。 

（１０）宿泊しようとする方について、心身の不調が明らかに認められる状態であるとき。 
（１１）保護者の許可のない未成年者のみが宿泊するとき。 
（１２）宿泊する権利を他に譲渡する目的で、宿泊の申込みをしたとき。 
（１３）実際には宿泊する意思がないにもかかわらず、宿泊の申込みをしたとき。 
（１４）その他、各種法令又は都道府県条例等の規定する宿泊を拒むことができる場合に該当するとき。 
 
（氏名等の明告）  
第３条 
１.当ホテルは宿泊日に先だつ宿泊の申込み（以下「宿泊予約の申込み」という。）をお引受けした場合には、
期限を定めてその宿泊予約の申込み者に対して、旅館業法第６条、同法施行規則第４条の２及び当ホテルの
所在する都道府県の定める条例に基づき、次の事項を当ホテルに申し出ていただきます。尚、当ホテルは全
て予約制です。  

１）宿泊者の住所、氏名、性別、年齢 
２）宿泊日及び到着予定時刻、出発予定日時 
３）宿泊者の連絡先 
４）その他、当ホテルが必要と認めた事項。（国籍・職業・会社名など）   
２.前項に基づき当ホテルに申出のあった内容に変更を生じたときは、変更後の内容を速やかに当ホテルに申
し出ていただきます。 

 
（宿泊予約）  
第４条 
１.当ホテルの宿泊予約は基本的に事前予約で、個人のお客様につきましては、カード決済のみとさせていた
だいております。 

 ６名様以上の団体予約の場合、請求書送付によるお振込みでの対応が可能ですが、基本的にご宿泊日の２週
間前までのご精算とさせていただきます。 

２.前項の予約金は、次条の定める場合に該当するときは同条の違約金に充当し、残額があれば返還します。 
 
（予約の解除）  
第５条  

当ホテルは宿泊予約の申込者が、宿泊予約の全部又は一部を解除したときは、次に掲げるところにより違約
金を申し受けます。  

 
（違約金申し受け規定）  
宿泊予約を宿泊日当日にキャンセルした場合、その宿泊第１日目の宿泊料金の１００％いただきます。 
 
キャンセルポリシー 
キャンセル料は以下の通り頂戴いたします。 
当日        ：宿泊料金の１００％  
前日        ：宿泊料金の２０％  
連絡なしの不泊/不着 ：宿泊料金の１００％ 



※シークレットプランや直前割引プランなどの特殊プランでお申し込みをいただいた場合は、キャンセル料
が１００％のプランがございます。 
 
※団体予約につきましてはキャンセルポリシーが異なりますので、別途お問い合わせください。 

 
（宿泊予約の解除） 
第６条 
当ホテルは、他に定める場合を除くほか、次の場合には宿泊予約を解除することが出来ます。  

１.第２条に該当することとなったとき。  
２.第３条、第１号の事項の明告を求めた場合において、期限までにそれらの事項が明告されないとき。  
３.当ホテルは前項の規定により、宿泊予約を解除したときはその宿泊金についてすでに収受している場合は
返還します。  

 
（宿泊者の登録）  
第７条 
宿泊者情報の登録のため、宿泊時に次の事項を宿帳へご記入ください。  

１.第３条、第１号の事項  
２.外国人にあたっては、パスポートのコピー（旅券番号、入国地及び入国年月日、外国人登録証）  
３.前泊地及び行先地 
４.その他、当ホテルが必要と認めた事項（※連絡できる電話番号など）  
 
（チェックインタイム）  
第８条  
１.宿泊者の客室入室時刻は（チェックインタイム）は午後３時から午前１時までとします。  
２.宿泊者以外の御家族、御親族同伴者又は来訪者の方のロビーより内部及び、客室への立入は固くお断りい
たします。 

 
（チェックアウトタイム）  
第９条  
１.宿泊者が、当ホテルの客室をおあけいただく時刻（チェックアウトタイム）は、午前１１時とします。  
２.連泊の場合、清掃不要以外の場合は午前１１時から午後３時迄の間は客室を空けていただきます。当日の
チェックアウトタイムをこえての客室の使用（延長）はお受けしておりません。（事前に営業日の営業時間内
にお問い合わせください） 

   
（料金の支払い）  
第１０条 
１.料金の支払いは、事前にインターネットでの電子決済（クレジットカード）または団体でのご利用について
は事前振り込みより決済していただきます。 

２.宿泊者が客室を使用したのち、任意に宿泊しなかった場合においても宿泊料金は申し受けます。  
３.出発予定日のチェックイン時刻を越える場合は、１ 泊分の宿泊料金を申し受けるものとし、到着日のチェ

ックアウト時刻前からの使用についても同様に申し受けます。 
 
（利用規則の厳守）  
第１１条 
宿泊者は、当ホテル内において当ホテルが定めて当ホテルが掲示した利用規則に従っていただきます。  

 
（宿泊継続の拒絶）  
第１２条 当ホテルは、お引受けした宿泊期間中といえども、次の場合には、宿泊の継続をお断りすることがあ
ります。  

１.第２条に該当することになったとき。  
２.前条の利用規則に従わないとき。 

当ホテルは、安全及び衛生管理その他当ホテルの運営管理上の必要があるときは、客室に立入り、必要な措
置をとることができるものとします。 

 
（貴重品）  
第１３条 
貴重品の紛失・盗難等の事故に対しては、一切責任を負いかねます。  

  
（駐車の責任） 
第１４条  

宿泊客へ従業員用駐車スペースを利用いただく場合がありますが、その場合車両のキーはお預かりしません。  
当ホテルは場所を貸すものであって車両の管理責任まで負うものではありません。  
但し、当ホテルの駐車場内においてお客様に生じた車両の滅失、毀損等の損害について、当ホテルの責に帰
すべき事由のあるときは、それが故意又は重過失である場合を除き、１０万円を限度としてその損害を賠償
します。  

   



（宿泊の責任）  
第１５条  
１.当ホテルの宿泊に関する責任は、宿泊者が暗証番号で客室へ入室したときに始まり、宿泊者が出発するた
め客室をあけたときに終わります。  

２.当ホテルの責に帰すべき理由により、宿泊者に客室を提供ができなくなったときは、天災、その他の理由に
よる困難な場合を除き、その宿泊者に同一又は類似の条件による他の宿泊施設をあっせんします。 

３.宿泊者によってこの約款もしくは利用規則に違反する行為及びその他お客様の責に帰すべき事由により、
当ホテルが客室の清掃・修繕費用の支出、販売機会の喪失その他の損害を被ったときは、宿泊者に当ホテル
が被った損害を賠償していただきます。 

 
（忘れ物） 
第１６条 
１.宿泊者がチェックアウトした後、手荷物又は携帯品が当ホテルに置き忘れられていた場合、当ホテルは、原

則として発見日を含めて７日間保管し、その間に宿泊者から返還の申出がなされなかった場合には、これを
廃棄するものとします。 
但し、貴重品については、当館からご連絡のうえ、連絡等が困難な場合は、宅配便の代金着払いにてお送り
する場合や、対象物によっては最寄りの警察署へ届け出る場合がございます。 
なお、飲食物及び雑誌並びにその他当ホテルにて廃棄物に類するものと判断したものについては、チェック
アウトの翌日までにご連絡がない場合には、当ホテルにて任意に処分させていただきます。  

２.当ホテルは、置き忘れられた手荷物又は携帯品について、内容物の性質に従い適切な処理を行うため、その
中身を任意に点検し、必要に応じ、遺失者への返還又は前項に従った処理を行うことができるものとし、宿
泊者がこれに異議を述べることはできないものとします。 

 
第１７条（当ホテルの責任） 

当ホテルは、宿泊契約及びこれに関連する契約の不履行、又は不法行為によりお客様に損害を与えたときは、
当ホテルに故意又は重過失のある場合を除き、１０万円を限度としてその損害を賠償します。 

２.当ホテルは、お客様の前項の損害に対処するため、賠償責任保険に加入しておりますが、保険契約上の免責
事由に該当するときは、お客様の被った損害が填補されない場合があります。 

３.１階傘置き場をご利用の際、傘の管理はお客様ご自身で行っていただくようお願いいたします。 
紛失・盗難等に関して当館側では責任を負いかねます。 

 
第１８条（約款の改定） 

この約款は、必要に応じて随時改定することができるものとします。 
この約款が改定された場合、当ホテルは、改定後の約款の内容及び効力発生日を当ホテルのホームページも
しくは客室内に掲出するものとします。 

 
第１９条（その他） 
・スチームアイロンの御利用に関しては付加サービスになりますので、当日の故障判明時には修理が間に合わ
ない場合が御座いますので、ご了承ください。 
 
•お部屋の傷、汚れなどがあった場合、補修代を請求します。（例 髪及び物への染色、ヘアカラーによる洗面
台や浴槽の汚損、器物破損、寝具へのシミ・汚損など全額請求します。） 

 
•暴力団員、反社会団体員の方、泥酔者、並びに心身喪失者の御入館は固くお断り致します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【ＤＥＲＭＥ（デルメ）神明ホテル利用規則・注意事項】 
 
当ホテルは、お客様に安全・快適なご利用をいただくためと、ホテルの持つ公共性を保持するため、宿泊約款
と一体となる下記の規則を定めております。 
この規則に違反したときは、宿泊約款第６条の規定により、宿泊契約を解除することがあります。 
 

記 
 
１.当ホテルでは、ご滞在中の現金、貴重品のお預かりは一切いたしません。 
 ご自身で適切に管理をお願いしております。 
 貴重品の紛失、盗難については一切責任を負いかねますので、ご了承ください。 
 １階傘置き場をご利用の際、傘の管理はお客様ご自身で行っていただくようお願いいたします。 
紛失・盗難等に関して当館側では責任を負いかねます。 

 
２.当ホテルでは、防犯上宿泊者以外の外来者の立ち入りを堅く禁止しております。 
 ※配達物等のお受け取りや外来者との面会は、１階正面玄関の外で対応をお願いいたします。 
 申出なく契約人数を超えての利用が発覚した場合は、その超過利用分を請求致します。   
 
３.当ホテルでは、居室を含む全館内で喫煙（加熱式タバコを含む）を固くお断りしております。 
 万が一喫煙が発覚した場合には、消臭作業期間中のお部屋代を実費としてご請求させていただきます。 

また、バスルーム内で毛染めなどの着色の原因となる行為はご遠慮ください。 
※毛染めによる着色が発覚した場合は、クリーニング料金の実費を請求させていただきます。 
 

４.ベットスペースへの飲食物の持ち込み、宿泊以外の目的での利用は固くお断りいたします。 
 また、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成４年３月１日施行）による指定暴力団及び指
定暴力団員、反社会団体及び反社会団体員等の当ホテルの利用はご遠慮いただきます。 

  ご予約後、あるいはご利用中にその事実が判明した場合、その時点でご利用をお断りいたします。 
  暴力、脅迫、恐喝、威圧的な不当要求及びこれに類する行為が認められる場合、直ちに当ホテルの利用はご
遠慮いただきます。 

 
５.前項に加え、当ホテル内での次に定める行為は固く禁止しております。 
（１）暖房用、炊事用の火器及び当ホテルの貸出品以外のアイロンその他の電化製品の使用や、睡眠など自身

の管理が困難な状況でモバイルバッテリーを充電すること 
（２）放歌高吟等の喧騒行為、異臭放散その他第三者に嫌悪感や迷惑を及ぼす行為 
（３）次に定める物品の持ち込み 
（イ）動物、鳥類等（盲導犬等を除く。） 
（ロ）覚醒剤、麻薬類等、法令により所持を禁止されている薬品類 
（ハ）発火又は引火しやすい火薬や揮発油類及び身体に害を及ぼす危険性のある薬品や危険物 
（ニ）許可証のない銃砲、刀剣類及びこれらの類似品 
（ホ）著しく多量もしくは重量のある物品 
（ヘ）悪臭を発するもの 
（ト）ごみ及び客室の衛生を妨げる物品 
（チ）当ホテル内での使用を目的とした電化製品及び調理器具等の物品 
（リ）その他当ホテルが客室への持込みを禁止することとした物品 

（４） 賭博及び風紀を乱し、他人に迷惑をかけるような公序良俗に反する行為 
（５） 他のお客様にチラシ、ビラその他の広告物を配布する行為 
（６） 館内の諸設備及び諸物品の移動、加工、持ち出し、及び本来の用途以外の目的での使用 
（７） 客室以外の場所での所持品の放置 
（８） 客用以外の施設への立ち入り 
（９） 当ホテルが許可する施設以外から飲食物等の出前を取ること 
（１０）ユニットバス内及び大浴場内での染毛・漂白剤等の使用 
（１１）客室内でお香などを焚く行為 
（１２）営利を目的とした活動 
（１３）指定暴力団及び指定暴力団員、反社会団体及び反社会団体員等の当ホテルの利用 
（１４）その他当ホテル内での安全及び衛生の妨げとなる全ての行為 
  
【付 則】 
この宿泊約款及び利用規則は、令和元年１２月１３日から適用します。令和８年５月１日改定 
 
当ホテルのご利用に関するお問い合わせは、公式ホームページのお問い合わせフォームまたはメールにて賜っ
ております。 
お問合せメールアドレス yoyaku@koken-medicare.com 
フロント営業時間：平日火～金曜日（１０：００～１８：００） 
※緊急時以外の時間外受付は行っておりません。 


